
２25.　8.　1

　２４年度中の住民基本台帳の一部の写しの
閲覧状況をまとめ、市政情報コーナー（市
役所２階）で公表しています。
　詳しくは市民課☎４７０・７７２２へ。

　

有
効
期
限
が
９
月　

日
（
月
）

３０

ま
で
の
「
○都
 

（
マ
ル
都
）
の
医
療

券
（
難
病
医
療
費
助
成
）」
を
お
持

ち
で
、
引
き
続
き
医
療
費
助
成
を

希
望
す
る
方
は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。
更
新
に
必
要
な
書
類

な
ど
は
都
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

警
視
庁
で
は
、
５
月　

日
か
ら

１２

「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
「
母
さ
ん

助
け
て
詐
欺
」
に
名
称
変
更
し
て

根
絶
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
で　

年
中
に
発
生
し
た
振

２４

り
込
め
詐
欺
の
件
数
は　

件
で
、

１３

約
２
８
０
０
万
円
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
既
に

　

件
、
約
３
９
０
０
万
円
（
７
月

１５
　

日
現
在
）
の
被
害
と
な
っ
て
い

１６ま
す
。

　

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
な
ど
の

所
得
制
限
限
度
額
は
、
下
表
の
通

り
８
月
以
降
も
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
【
所
得
制
限
額
】本
人
所
得
が
３

６
０
万
４
０
０
０
円
で
、
扶
養
親

族
な
ど
が
１
人
増
す
ご
と
に　

万
３８

円
を
加
算
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

※
扶
養
親
族
な
ど
の
う
ち
、
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人

扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
は
、
１
人

に
付
き　

万
円
を
加
算
し
ま
す
。

２５

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・ 

障
害
者
福
祉
手
当

　

現
在
受
給
中
の
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
受

給
し
て
い
な
い
方
で
受
給
資
格
が

生
じ
た
方
は
、
障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
が
な
い
場
合
は
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
設
に
入
所

し
た
方
は
同
課
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
【
対
象
】①
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る　

歳
以

２０

上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
方
▽
愛
の
手
帳
１
～
３
度
の

方
▽
脳
性
ま
ひ
、
ま
た
は
進
行
性

筋
萎
縮
症
の
方
。
た
だ
し
、　

歳
６５

を
超
え
て
新
た
に
障
害
者
と
な
っ

た
方
と
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
②
障
害
者
福

祉
手
当
＝
市
内
に
住
所
の
あ
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
の
方

▽
愛
の
手
帳
１
～
４
度
の
方
▽
脳

性
ま
ひ
、
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮

症
の
方
。
た
だ
し
、
児
童
育
成
手

当
の
障
害
手
当
・
心
身
障
害
者
福

祉
手
当
・
難
病
者
福
祉
手
当
を
受

け
て
い
る
方
と
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま

　
　

年
４
月
～
７
月
分
の
児
童
扶

２５
養
手
当
を
８
月　

日
（
火
）
に
指

１３

定
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

利
用
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入
金

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、

ま
だ
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
と
な
る
方
】市
内
在

住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
を
養
育
し
て
い
る
父
親
・
母

親
ま
た
は
養
育
者

　

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父

ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
③
父

ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
を
も
つ

児
童
④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

の
児
童
⑤
父
ま
た
は
母
に
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
⑥
父
ま

た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
生
ま
れ
た
児
童
⑧
父
ま
た
は

母
が
、
母
ま
た
は
父
か
ら
の
申
し

立
て
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

　

※
父
親
・
母
親
・
養
育
者
が
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
を
受
給

で
き
る
と
き
の
ほ
か
、
児
童
が
父

親
ま
た
は
母
親
に
支
給
さ
れ
る
年

金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る
と

き
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
、
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
支
給
期
間
】対
象
児
の
年
齢
が

　

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度

１８末
ま
で
（
対
象
児
が
中
度
以
上
の

障
害
を
有
す
る
と
き
は　

歳
未

２０

満
）特

別
児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
と
な
る
方
】市
内
在

　

都
で
は
受
験
生（
中
学
３
年
生
・

高
校
３
年
生
）を
持
つ
世
帯
主（
生

計
中
心
者
）
に
対
し
、
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
に
つ
い
て

無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

条
件
に
よ
り
、
返
済
も
免
除
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
事
業
の
内
容
】
現
在
、
中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　

歳
２０

未
満
の
中
学
校
・
高
校
既
卒
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
者
な
ど
が
高
校
・
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
た
め
の
受

験
料
と
学
習
塾
な
ど
の
費
用
を
貸

し
付
け
ま
す

　
【
貸
付
限
度
額
】受
験
料
貸
付
金

＝
中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０

円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が　

万
５

１０

０
０
０
円
▼
学
習
塾
等
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生

住民基本台帳の一部の写しの
閲覧状況を公表しています

○都
 

医
療
券
（
難
病
医
療
費
助
成
）

更
新
手
続
き
の
ご
案
内

田
無
警
察
署
か
ら
の
お
願

田
無
警
察
署
か
ら
の
お
願
いい

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母
さささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててててててててててててててててててて
詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
に

東
久
留
米
市
内
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
な
ど

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
な
ど
のの

所
得
制
限
額
が
据
え
置
か
れ
ま

所
得
制
限
額
が
据
え
置
か
れ
ま
すす

住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る　

歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し

２０
て
い
る
父
親
・
母
親
ま
た
は
養
育

者
　

①
知
的
障
害
（
愛
の
手
帳
１
～

３
度
程
度
）
が
あ
る
児
童
②
身
体

に
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
程
度
）
が
あ
る
児
童
③
前
記

①
②
と
同
程
度
の
疾
病
も
し
く
は

身
体
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
あ
る

児
童

　

※
対
象
児
が
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。な
お
、

申
請
に
は
指
定
の
診
断
書
の
提
出

が
必
要
で
す
が
、
省
略
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
を 

お

忘

れ

な

く

　

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
資
格

の
確
認
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
と　

月
期
支
払

１２

い
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ
て
い
る

方
に
は
現
況
届
の
お
知
ら
せ
を
郵

送
し
ま
す
。子
育
て
支
援
課（
市
役

所
２
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
は
、
手
当
の
支
給
開
始
か
ら
５

年
な
ど
が
経
過
し
た
方
の
み
に
対

し
て
６
月
中
に
お
送
り
し
た
「
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」
も
、
現
況
届
と
一
緒
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
現
況
届
受
付
期
間
】児
童
扶
養

手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
い

ず
れ
も
、
８
月
１
日
（
木
）
～　
２４

日
（
土
）。
受
付
時
間
は
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
。
た
だ
し
、
８
月　

日
２２

（
木
）・　

日
（
金
）
は
、
午
後
８

２３

時
ま
で
夜
間
窓
口
、　

日
（
土
）

２４

は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
の
休
日

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
【
ご
注
意
】
市
民
税
・
都
民
税
が

未
申
告
の
方
は
所
得
確
認
が
で
き

な
い
た
め
、
各
手
当
の
更
新
が
で

き
ま
せ
ん
。
課
税
課
（
市
役
所
２

階
）
で
申
告
を
済
ま
せ
た
上
で
、

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

た
、　

歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険

６５

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は

受
給
で
き
ま
せ
ん

特
別
障
害
者
手
当
・ 

障
害
児
福
祉
手
当

　

こ
の
手
当
を
継
続
し
て
受
給
す

る
た
め
に
は
、
前
年
の
所
得
状
況

や
支
給
要
件
の
状
況
な
ど
を
届
け

出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、

今
年
の　

月
期
分
か
ら
の
手
当
が

１１

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
受
給
し
て
い
る
方
に

は
現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

８
月
１
日
（
木
）
～　

日
（
金
）

３０

に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
】①
特
別
障
害
者
手
当
＝

　

歳
以
上
で
、
重
度
の
障
害
が
あ

２０る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別

な
介
護
が
必
要
な
方
（
お
お
む
ね

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た

は
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程
度
で
、

か
つ
そ
れ
ら
が
重
複
し
て
い
る
在

宅
の
方
。
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾
病
、

精
神
障
害
の
方
）
た
だ
し
、
施
設

入
所
者
お
よ
び
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
②
障
害
児
福
祉
手
当
＝　

歳
未

２０

満
で
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
の
一
部
ま
た
は
愛
の
手
帳

１
・
２
度
程
度
の
方
。
こ
れ
ら
と

同
等
の
疾
病
、
精
神
障
害
の
方
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
入
所
者
お
よ
び
障
害
年
金
な
ど

の
受
給
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
７
へ
。

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
有
効
期
限
（
９
月

　

日
）
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
医

３０療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い
期
間

が
生
じ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
６
月　

日
ま
で

３０

に
新
規
申
請
し
た
方
で
、
ま
だ
○都
 

医
療
券
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方

に
は
、
更
新
書
類
が
８
月　

日
付

１４

け
で
都
か
ら
郵
送
さ
れ
る
予
定
で

す
（
認
定
者
の
み
）。
こ
の
方
は
、

　

月　

日
（
木
）
ま
で
に
更
新
手

１０

３１

続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
引

き
続
き　

月
１
日
（
火
）
か
ら
医

１０

療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
（
フ
ァ
ク
ス
４
７

５
・
８
１
８
１
）
へ
。

な
ど　

万
円

２０

　
【
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
】次
の

①
～
⑦
の
全
て
を
満
た
す
方

　

①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に

居
住
し
て
い
る
②　

歳
以
上
の
世

２０

帯
主
（
生
計
中
心
者
）
③
課
税
所

得
が　

万
円
以
下
ま
た
は
総
収
入

６０

が
２
６
０
万
円
以
下
（
１
人
扶
養

の
場
合
。
１
人
増
す
ご
と
に　

万
６０

円
加
算
）
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有

資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
住
ん
で
い
る
土
地
・
家
屋
を
除

く
）
⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な

い
⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

　

市
内
で
は
、
息
子
の
名
前
を
か

た
っ
て
「
か
ば
ん
を
な
く
し
て
し

ま
っ
て
、
今
す
ぐ
お
金
が
な
い
と

会
社
を
首
に
な
っ
て
し
ま
う
」
な

ど
と
電
話
を
か
け
て
高
額
の
現
金

を
要
求
し
、
犯
人
や
そ
の
仲
間
が

被
害
者
宅
な
ど
で
直
接
現
金
を
受

け
取
る
手
口
が
続
発
し
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

被
害
者
は
「
ま
さ
か
自
分
が
被

害
に
遭
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０

番
か
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
内
か
ら
被
害
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
も
「
身
内
（
家
族
）

か
ら
の
注
意
喚
起
」
が
非
常
に
有

効
で
す
。「
自
分
の
家
族
は
大
丈

夫
」
と
思
わ
ず
、
家
族
の
絆
で

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
生
活
安

全
課
防
犯
係
☎
４
６
７
・
０
１
１

０
（
内
線
２
６
１
２
）
ま
た
は
市

防
災
防
犯
課
☎
４
７
０
・
７
７
６

９
へ
。

成
３
年
法
律
第　

号
）
第
２
条
第

７７

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
　

※
こ
の
要
件
の
ほ
か
、
連
帯
保

証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

２６

３１

（
金
）
ま
で
に
福
祉
総
務
課
（
市

役
所
１
階
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

「
還
付
金
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

税
務
職
員
を
装
っ
て
、
税
金
な

ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
だ
ま
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
「
還
付
金
詐
欺
」
が

都
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

犯
人
の
手
口
は
、
税
務
職
員
を

名
乗
っ
て
電
話
を
か
け
、
税
金
や

医
療
費
な
ど
が
還
付
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
偽
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

還
付
の
手
続
き
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
よ
う
誘
導
し
、
そ
こ
か

ら
指
定
し
た
電
話
番
号
に
電
話
す

る
よ
う
に
指
示
し
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
あ
る
場
所
か
ら
指
定
さ
れ
た
電

話
番
号
に
電
話
す
る
と
、
言
葉
巧

み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
て

お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

　

都
主
税
局
で
は
、
税
金
を
還
付

す
る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

求
め
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
「
還
付

金
詐
欺
」
で
す
。

　

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
即
答
せ

ず
、
必
ず
一
度
電
話
を
切
り
、
相

手
の
名
前
、
所
属
す
る
部
署
名
を

確
認
の
上
、
最
寄
り
の
都
税
事
務

所
ま
た
は
主
税
局
総
務
部
総
務
課

相
談
広
報
係
☎　

・
５
３
８
８
・

０３

２
９
２
４
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
が
一
被
害
に
遭
わ
れ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
立
川
都
税
事
務
所
相

談
広
報
担
当
☎
０
４
２
・
５
２
３
・

３
１
７
１
（
代
）
ま
た
は
同
局
相

談
広
報
係
へ
。

障害者手当等所得制限限度額表

扶養親族などの数
所得の区分

５人４人３人２人１人０人

５５０万
４,０００円

５１２万
４,０００円

４７４万
４,０００円

４３６万
４,０００円

３９８万
４,０００円

３６０万
４,０００円所得本　　　人

７３８万
８,０００円

７１７万
５,０００円

６９６万
２,０００円

６７４万
９,０００円

６５３万
６,０００円

６２８万
７,０００円所得扶養義務者など

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業


